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平成年度
｢道路ふれあい月間｣

推進標語

道
路
利
用
者
会
議
会
長
・
福
岡

県
宗
像
市
長
）
が
出
席
。
国
土

交
通
省
道
路
局
か
ら
は
、
森
昌

文
道
路
局
長
を
は
じ
め
と
す
る

道
路
局
幹
部
の
方
々
が
出
席

し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

平
成
28
年
５
月
18
日
に
全
国

道
路
利
用
者
会
議
正
副
会
長
会

議
を
開
催
し
た
。

会
議
に
は
綿
貫
民
輔
最
高
顧

問
、
古
賀
誠
会
長
、
佐
藤
信
秋

会
長
特
別
補
佐
（
参
議
院
議

員
）
を
は
じ
め
、
須
藤
弘
三
副

会
長
（
東
北
地
区
道
路
利
用
者

会
議
会
長
・
（
公
社
）
宮
城
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
、
古
口

達
也
副
会
長
（
関
東
甲
信
越
地

区
道
路
利
用
者
会
議
会
長
・
栃

木
県
茂
木
町
長
）
、
小
幡
鋹
伸

副
会
長
（
中
部
地
区
道
路
利
用

者
会
議
会
長
・
（
一
社
）
愛
知

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
、
岡

田
高
大
副
会
長
（
近
畿
地
区
道

路
利
用
者
会
議
会
長
・
福
井
県

大
野
市
長
）
、
檜
山
俊
宏
副
会

長
（
中
国
地
区
道
路
利
用
者
会

議
会
長
・
広
島
県
議
会
議
員)



谷
井
博
美
副
会
長
（
九
州
地
区

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
な
が
ら
、

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
取
組
を
強
化
・
加
速
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
｣

と
意
見
発
表
を
行
い
、
須
藤
弘

三
副
会
長
（
東
北
地
区
道
路
利

用
者
会
議
会
長･(

公
社)

宮
城

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が
決

議
文
を
朗
読
し
、
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

定
時
総
会
終
了
後
、
採
択
さ

れ
た
要
望
書
を
持
ち
、
全
国
会

議
員
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行

っ
た
。《

２･

３
面
に
関
連
記
事
》

ら
、
今
後
と
も
道
路
整
備
の
着

実
な
推
進
に
向
け
て
、
精
一
杯

頑
張
り
た
い
と
思
う
。
」
と
挨

拶
を
頂
い
た
。

ま
た
来
賓
と
し
て
、
国
土
交

通
省
道
路
局
幹
部
、
高
速
道
路

㈱
幹
部
な
ど
の
ご
出
席
を
頂
い

た
。続

い
て
、
全
国
道
路
利
用
者

会
議
を
代
表
し
て
谷
井
博
美
副

会
長
（
九
州
地
区
道
路
利
用
者

会
議
会
長･

福
岡
県
宗
像
市

長
）
が
「
今
回
の
震
災
は
九
州

に
と
っ
て
も
未
曾
有
の
大
災
害

で
あ
っ
た
。
被
災
地
の
状
況
を

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
」
と
、
谷
公
一
衆
議
院
国

土
交
通
委
員
長
よ
り
「
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等
の
全
国
各

地
か
ら
の
要
望
は
強
い
も
の
が

あ
る
と
思
う
。
し
っ
か
り
と
地

元
の
要
望
を
受
け
止
め
な
が

た
。
続
い
て
、
土
井
亨
国
土
国

通
副
大
臣
よ
り
「
必
要
な
道
路

予
算
を
、
皆
様
方
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
安
定
的
に
持
続
的
に

確
保
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
で

し
っ
か
り
と
皆
様
方
の
安
心
ま

た
は
要
望
等
に
期
待
通
り
に
進

査
報
告
を
行
っ
た
。
続
い
て
、

役
員
の
一
部
改
選
、
平
成
28
年

度
事
業
計
画
、
同
収
支
予
算
書

及
び
会
費
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

た
。次

に
本
年
、
10
月
20
日
に
広

島
県
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
第
66
回
全
国
大
会
に
つ
い
て

常
光
秀
夫
広
島
県
・
広
島
市
道

路
利
用
者
会
議
事
務
局
長
か
ら

大
会
及
び
道
路
視
察
な
ど
準
備

状
況
に
関
す
る
説
明
が
行
わ
れ

た
。定

時
総
会
は
休
憩
を
は
さ
ん

で
再
開
さ
れ
、
古
賀
誠
会
長
が

「
本
格
的
な
復
旧
・
復
興
は
、

こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
当
会
議
と

し
て
は
様
々
な
災
害
を
教
訓
と

し
、
災
害
に
強
い
道
路
、
道
路

事
業
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
中
で
、
私
ど
も
会
員
一

人
一
人
が
何
を
目
指
し
て
い
く

べ
き
な
の
か
、
道
路
を
利
用
さ

れ
る
方
々
と
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
道
路
整

備
事
業
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
挨
拶
し

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
68

回
定
時
総
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
小
幡
鋹
伸
副
会
長
（
中
部

地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長
・

(

一
社)

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
）
が
「
景
気
が
回
復
基
調

を
示
し
て
い
る
こ
の
機
会
を
逃

す
こ
と
な
く
、
景
気
回
復
と
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
更

に
熊
本
地
震
災
害
か
ら
の
復
旧

等
を
一
層
加
速
す
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
必
要
な

財
源
を
継
続
的
に
確
保
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
年
度
も
、
国
民
生
活
の
安
全

・
安
心
の
た
め
の
道
路
整
備
を

強
く
求
め
て
い
く
活
動
を
展
開

し
て
参
り
た
い
と
思
う
。
」
と

挨
拶
。
議
長
に
は
檜
山
俊
宏
副

会
長
（
中
国
地
区
道
路
利
用
者

会
議
会
長
・
広
島
県
議
会
議

員
）
を
指
名
し
議
事
が
進
め
ら

れ
た
。
は
じ
め
に
平
成
27
年
度

事
業
報
告
、
同
収
支
計
算
書
が

審
議
さ
れ
、
檜
山
典
英
監
事

（
広
島
県
・
広
島
市
道
路
利
用

者
会
議
副
会
長
・(

一
社)

広
島

県
建
設
工
業
協
会
会
長
）
が
監

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
去
る
５
月
18
日(

水)

東
京｢

砂
防
会
館
別
館

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ･

サ
ボ
ー｣

に
お
い
て

全
国
か
ら
関
係
者
約
３
３
０
名
が
参
加
し

土
井
亨
国
土
交
通
副
大
臣
、

谷
公
一
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
の
ご
臨
席
の
下
第
68
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た


総
会
で
は
平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
計
算
書
、
役
員
の
一
部
改
選
、
平
成
28
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
書
な
ど
を
審
議
。
さ
ら
に
道
路
の
質
を
高
め
、
地
域
の
安
全
・
安
心
、

地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
た
め
、
道
路
利
用
者
の
意
見
を
十
分
反
映
し
た
道
路
整
備
を
行
う
こ

と
等
の
決
議
を
採
択
し
国
会
議
員
及
び
関
係
行
政
機
関
に
要
望
し
た


広
島
県
議
会
議
員

広
島
県
建
設
工
業
協
会
会
長

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

小幡鋹伸
全国道路利用者

会議副会長

檜山俊宏
全国道路利用者

会議副会長

檜山典英
全国道路利用者

会議幹事

常光秀夫
広島県･広島市道路
利用者会議事務局長
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